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 [授業の概要・目的]
　健康や体力を維持していく上で必要な概念を神経・筋の機能的および解剖的な観点から説明する。
病気を予防するための運動方法を解説する。特に肥満、高血糖、高血圧、高脂血症を含んだメタボ
リックシンドローム、高血圧、糖尿病などの生活習慣病について解説する。また、行動体力と防衛
体力について説明する。

 [到達目標]
　神経・筋の機能的な働きを理解して、生活での健康・体力の維持・増進につながる知識を得る。
また、メタボリックシンドローム、生活習慣病の発症メカニズムとそれを予防・軽減するための方
法を理解する。

 [授業計画と内容]
　下記の内容について検討する (１課題あたり１～３週の授業を予定)。スライドやVTR、組織標本
などを使用して授業を行う。
１. 行動体力と防衛体力 (１回)
筋力や筋持久力などの行動体力と免疫機能などの防衛体力について解説する。
２. 体力と健康 (３回)
体力と健康の関係について、先行研究を紹介しながら解説する。
３. 筋系の機能と構造 (３回)
骨格筋の仕組みと働きについて解説する。発育・発達、老化、運動、病気によって骨格筋の細胞が
どのように変化するのかを学習する。
４. 神経系の機能と構造 (３回)
神経系の仕組みと働きについて解説する。発育・発達、老化、運動、病気によって脳の神経細胞が
どのように変化するのかを学習する。
５. メタボリックシンドロームと生活習慣病 (３回)
肥満、高血糖、高血圧、高脂血症を含んだメタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病などの生活
習慣病の圧勝メカニズムと予防法を学習する。
６. まとめ (１回)

 [履修要件]
　履修希望者多数 (１０１名以上) の場合には、無作為抽選により履修制限を行う。

 [成績評価の方法・観点]
　出席率 (50%) およびレポート (50%) により総合的に評価する。

 [教科書]
授業中に指示する
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
　次回の授業には、前回の授業の内容が関係している。したがって、前回の授業の内容を復習して
理解しておくことが大切である。

 [その他（オフィスアワー等）]
　理系・文系のどちらの学生も履修できる。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


